
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2002－98971
(P2002－98971A)

(43)公開日 平成14年4月5日(2002.4.5)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �G�0�2�F  1/1339  500

   � � � �           505

   � � � �   1/1335  500

   � � � �           505

   � � � �   1/1337  

   �G�0�2�F  1/1339  500

   � � � �           505

   � � � �   1/1335  500

   � � � �           505

   � � � �   1/1337  

�2�H�0�8�9

�2�H�0�9�0

�2�H�0�9�1

�2�H�0�9�2

�5�C�0�9�4
審査請求 未請求 請求項の数 14ＯＬ（全 9 数） 最終頁に続く

(21)出願番号 特願2000－287898(P2000－287898)

(22)出願日 平成12年9月22日(2000.9.22)

(71)出願人 000005821

松下電器産業株式会社

大阪府門真市大字門真1006番地

(72)発明者 吉田 正典

大阪府門真市大字門真1006番地  松下電器

産業株式会社内

(72)発明者 松川 秀樹

大阪府門真市大字門真1006番地  松下電器

産業株式会社内

(74)代理人 100076174

弁理士 宮井 暎夫

最終頁に続く

(54)【発明の名称】 液晶表示装置およびその製造方法ならびに画像表示応用機器

(57)【要約】
【課題】  ギャップの均一性を高め、むらのない液晶表
示装置を提供する。
【解決手段】  信号配線およびスイッチング能動素子４
が形成されたＴＦＴアレイ基板１４上に、パネルギャッ
プを形成するための柱状樹脂パターン１７が形成された
構成において、柱状樹脂パターン１７が画面内およびパ
ネル周縁部額縁パターン１２上に形成され、かつ、シー
ルパターン９がパネル周縁部額縁パターン１２上に形成
されている。また、ＴＦＴアレイ基板１４上のカラーフ
ィルタパターン５を形成する樹脂膜によってパネル周縁
部額縁パターン１２が形成され、かつ、｜（パネル周縁
部額縁パターンの膜厚み）－（画素内で柱状樹脂パター
ンが形成される部位の膜厚み）｜≦０．３μｍである。
これにより、シール樹脂中にギャップ形成のためのグラ
スファイバ等を別途添加しなくても、柱状樹脂パターン
１７によりパネルギャップ均一性が高くなる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  信号配線およびスイッチング能動素子が
形成されたＴＦＴアレイ基板とこれに対向する対向基板
との間にパネルギャップを有し、このパネルギャップを
形成するための柱状樹脂パターンが前記ＴＦＴアレイ基
板上に形成され、シールパターンによりパネルギャップ
に液晶を封止した液晶表示装置であって、前記柱状樹脂
パターンが画面内およびパネル周縁部額縁パターン上に
形成され、かつ、前記シールパターンの全部または一部
が前記パネル周縁部額縁パターン上に形成されているこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  ＴＦＴアレイ基板上のカラーフィルタパ
ターンを形成する単色あるいは複数色の樹脂膜によって
パネル周縁部額縁パターンが形成され、かつ、｜（パネ
ル周縁部額縁パターンの膜厚み）－（画素内で柱状樹脂
パターンが形成される部位の膜厚み）｜≦０．３μｍで
ある請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】  シールパターンを形成するシール樹脂に
グラスファイバ等のギャップ形成材料を添加しない請求
項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】  ＴＦＴアレイ基板上にカラーフィルタパ
ターンを有し、パネル周縁部額縁パターンが黒色遮光性
樹脂膜あるいは黒色遮光性樹脂膜を含む複数の膜により
形成され、かつ、画面内の柱状樹脂パターン形成部位に
重ならないように前記黒色遮光性樹脂膜が形成されてい
る請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項５】  ＴＦＴアレイ基板上にカラーフィルタパ
ターンを有し、パネル周縁部額縁パターンがカラーフィ
ルタパターンを形成する赤パターンあるいは赤パターン
を含む複数の膜により形成され、かつ、画面内の柱状樹
脂パターン形成部位に重ならないように前記赤パターン
が形成されている請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項６】  ＴＦＴアレイ基板上にカラーフィルタパ
ターンを有し、パネル周縁部額縁パターンがカラーフィ
ルタパターンを形成する緑パターンあるいは緑パターン
を含む複数の膜により形成され、かつ、画面内の柱状樹
脂パターン形成部位に重ならないように前記緑パターン
が形成されている請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項７】  ＴＦＴアレイ基板上にカラーフィルタパ
ターンを有し、パネル周縁部額縁パターンがカラーフィ
ルタパターンを形成する青パターンあるいは青パターン
を含む複数の膜により形成され、かつ、画面内の柱状樹
脂パターン形成部位に重ならないように前記青パターン
が形成されている請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項８】  ＴＦＴアレイ基板上にカラーフィルタパ
ターンを有し、パネル周縁部額縁パターンがカラーフィ
ルタパターンを形成する平坦化膜パターンを含む複数の
膜により形成され、かつ、画面内の柱状樹脂パターン形
成部位に重ならないように前記平坦化膜パターンが形成
されている請求項１記載の液晶表示装置。 *
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*【請求項９】  液晶ディスプレイ方式がＴＮ方式である
請求項１，２，３，４，５，６，７または８のいずれか
に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】  液晶ディスプレイ方式がＩＰＳ方式で
ある請求項１，２，３，４，５，６，７または８のいず
れかに記載の液晶表示装置。
【請求項１１】  光配向により配向処理する請求項１，
２，３，４，５，６，７または８のいずれかに記載の液
晶表示装置。
【請求項１２】  信号配線およびスイッチング能動素子
が形成されたＴＦＴアレイ基板上に、パネルギャップを
形成するための柱状樹脂パターンを形成する際に、前記
柱状樹脂パターンを画面内およびパネル周縁部額縁パタ
ーン上に形成し、かつ、シールパターンの全部または一
部を前記パネル周縁部額縁パターン上に形成し、パネル
ギャップに液晶を封止することを特徴とする液晶表示装
置の製造方法。
【請求項１３】  ＴＦＴアレイ基板のスイッチング能動
素子上に位置するブラックマトリクスとパネル周縁部額
縁パターンを同時に形成し、前記パネル周縁部額縁パタ
ーンの厚みを前記スイッチング能動素子と同じ厚みとし
て、同じ高さの柱状樹脂パターンを前記パネル周縁部額
縁パターンと前記スイッチング能動素子とに設ける請求
項１２記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項１４】  請求項１，２，３，４，５，６，７，
９，１０または１１記載の液晶表示装置を有する画像表
示応用機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、液晶表示装置お
よびその製造方法ならびに画像表示応用機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は主要な表示デバイスとし
て、特に小型、軽量性が要求される用途を中心に幅広く
使用されている。液晶表示装置は、図３に示すように、
画素電極を駆動するためのスイッチング能動素子４が形
成されたアレイ基板１１とカラーフィルタパターン５，
６が形成されたカラーフィルタ基板１０との間に液晶８
を封入してなる液晶表示装置である。図３において、
１，１’はガラス基板、２，２’は透明電極、３，３’
は配向膜、５はカラーフィルタ、６はブラックマトリク
ス、７はスペーサ、９はシール剤である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】近年、大型モニタ、テ
レビ用途等、従来ＣＲＴが使用されていたデバイス分野
への液晶の応用の試みがなされるに伴い、液晶表示装置
には更なる性能向上が要求されている。特に、レントゲ
ン写真表示等の医療用途、インターネット商取引への液
晶パネルの応用展開に際し、高輝度、高精細、かつ、表
示むらが皆無な高品位液晶パネルが要求されている。こ



(3) 特開２００２－９８９７１

10

20

30

40

50

3
のような背景のもと、画素電極を駆動するためのスイッ
チング能動素子が形成されたＴＦＴアレイ基板上にカラ
ーフィルタパターンを形成するカラーフィルタオンアレ
イ型液晶表示装置の開発が行なわれている。また、パネ
ルギャップ均一性向上を目的とし、ＴＦＴアレイ基板上
にあらかじめパネルギャップ形成のための柱状樹脂パタ
ーンを形成する試みが活発に行なわれている。
【０００４】しかしながら、カラーフィルタオンアレイ
基板では信号配線、スイッチング能動素子が形成された
画面内部と、前記配線の存在しない額縁部位の厚みに差
があるため、均一なギャップ制御が困難であり、パネル
形成時に使用するシール樹脂中にギャップ形成のための
グラスファイバー等を別途添加する必要があった。
【０００５】したがって、この発明の目的は、このよう
な課題を解決するため、画面内の柱状樹脂パターン形成
部位の厚みと額縁部位の厚みの差から生じるギャップの
均一性が低下することを防止し、シール材にグラスファ
イバを添加する事無く、ギャップ精度を高くして表示む
らをなくす液晶表示装置およびその製造方法ならびに画
像表示応用機器を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
にこの発明の請求項１記載の液晶表示装置は、信号配線
およびスイッチング能動素子が形成されたＴＦＴアレイ
基板とこれに対向する対向基板との間にパネルギャップ
を有し、このパネルギャップを形成するための柱状樹脂
パターンが前記ＴＦＴアレイ基板上に形成され、シール
パターンによりパネルギャップに液晶を封止した液晶表
示装置であって、前記柱状樹脂パターンが画面内および
パネル周縁部額縁パターン上に形成され、かつ、前記シ
ールパターンの全部または一部が前記パネル周縁部額縁
パターン上に形成されている。
【０００７】このように、柱状樹脂パターンが画面内お
よびパネル周縁部額縁パターン上に形成され、かつ、シ
ールパターンの全部または一部がパネル周縁部額縁パタ
ーン上に形成されているので、シールパターンのシール
樹脂中にギャップ形成のためのグラスファイバ等を別途
添加しなくても、柱状樹脂パターンによりパネルギャッ
プ均一性が高くなる。
【０００８】請求項２記載の液晶表示装置は、請求項１
において、ＴＦＴアレイ基板上のカラーフィルタパター
ンを形成する単色あるいは複数色の樹脂膜によってパネ
ル周縁部額縁パターンが形成され、かつ、｜（パネル周
縁部額縁パターンの膜厚み）－（画素内で柱状樹脂パタ
ーンが形成される部位の膜厚み）｜≦０．３μｍであ
る。
【０００９】このように、カラーフィルタパターンを形
成する単色あるいは複数色の樹脂膜によってパネル周縁
部額縁パターンが形成され、かつ、｜（パネル周縁部額
縁パターンの膜厚み）－（画素内で柱状樹脂パターンが
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形成される部位の膜厚み）｜≦０．３μｍであるので、
カラーフィルタパターンと同じ材質でパネル周縁部額縁
パネルを形成することができるとともに、柱状樹脂パタ
ーンが形成される位置の膜厚みの差が小さく、ギャップ
均一性がさらに高くなる。
【００１０】請求項３記載の液晶表示装置は、請求項１
において、シールパターンを形成するシール樹脂にグラ
スファイバ等のギャップ形成材料を添加しない。
【００１１】このように、シールパターンを形成するシ
ール樹脂にグラスファイバ等のギャップ形成材料を添加
しないので、パネル周縁部額縁パターン上に形成した柱
状樹脂パターンの効果で高いパネルギャップ均一性が維
持できる。また、グラスファイバ等を別途用意する必要
がないので部材点数が削減する。
【００１２】請求項４記載の液晶表示装置は、請求項１
において、ＴＦＴアレイ基板上にカラーフィルタパター
ンを有し、パネル周縁部額縁パターンが黒色遮光性樹脂
膜あるいは黒色遮光性樹脂膜を含む複数の膜により形成
され、かつ、画面内の柱状樹脂パターン形成部位に重な
らないように前記黒色遮光性樹脂膜が形成されている。
【００１３】このように、パネル周縁部額縁パターンが
黒色遮光性樹脂膜あるいは黒色遮光性樹脂膜を含む複数
の膜により形成され、かつ、画面内の柱状樹脂パターン
形成部位に重ならないように黒色遮光性樹脂膜がスイッ
チング能動素子上に形成されているので、画面内の柱状
樹脂パターンを形成する位置において黒色遮光性樹脂膜
の厚みが加わらず、周縁部の柱状樹脂パターンを形成す
るパネル周縁部額縁パターンとの厚さの均衡がとれ、パ
ネルギャップ均一性が高くなる。
【００１４】請求項５記載の液晶表示装置は、請求項１
において、ＴＦＴアレイ基板上にカラーフィルタパター
ンを有し、パネル周縁部額縁パターンがカラーフィルタ
パターンを形成する赤パターンあるいは赤パターンを含
む複数の膜により形成され、かつ、画面内の柱状樹脂パ
ターン形成部位に重ならないように前記赤パターンが形
成されている。
【００１５】このように、パネル周縁部額縁パターンが
カラーフィルタパターンを形成する赤パターンあるいは
赤パターンを含む複数の膜により形成され、かつ、画面
内の柱状樹脂パターン形成部位に重ならないように赤パ
ターンが形成されているので、画面内の柱状樹脂パター
ンを形成する位置において赤パターンの厚みが加わら
ず、周縁部の柱状樹脂パターンを形成するパネル周縁部
額縁パターンとの厚さの均衡がとれ、パネルギャップ均
一性が高くなる。
【００１６】請求項６記載の液晶表示装置は、請求項１
において、ＴＦＴアレイ基板上にカラーフィルタパター
ンを有し、パネル周縁部額縁パターンがカラーフィルタ
パターンを形成する緑パターンあるいは緑パターンを含
む複数の膜により形成され、かつ、画面内の柱状樹脂パ
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ターン形成部位に重ならないように前記緑パターンが形
成されている。
【００１７】このように、パネル周縁部額縁パターンが
カラーフィルタパターンを形成する緑パターンあるいは
緑パターンを含む複数の膜により形成され、かつ、画面
内の柱状樹脂パターン形成部位に重ならないように緑パ
ターンが形成されているので、画面内の柱状樹脂パター
ンを形成する位置において赤パターンの厚みが加わら
ず、周縁部の柱状樹脂パターンを形成するパネル周縁部
額縁パターンとの厚さの均衡がとれ、パネルギャップ均
一性が高くなる。
【００１８】請求項７記載の液晶表示装置は、請求項１
において、ＴＦＴアレイ基板上にカラーフィルタパター
ンを有し、パネル周縁部額縁パターンがカラーフィルタ
パターンを形成する青パターンあるいは青パターンを含
む複数の膜により形成され、かつ、画面内の柱状樹脂パ
ターン形成部位に重ならないように前記青パターンが形
成されている。
【００１９】このように、パネル周縁部額縁パターンが
カラーフィルタパターンを形成する青パターンあるいは
青パターンを含む複数の膜により形成され、かつ、画面
内の柱状樹脂パターン形成部位に重ならないように青パ
ターンが形成されているので、画面内の柱状樹脂パター
ンを形成する位置において青パターンの厚みが加わら
ず、周縁部の柱状樹脂パターンを形成するパネル周縁部
額縁パターンとの厚さの均衡がとれ、パネルギャップ均
一性が高くなる。
【００２０】請求項８記載の液晶表示装置は、請求項１
において、ＴＦＴアレイ基板上にカラーフィルタパター
ンを有し、パネル周縁部額縁パターンがカラーフィルタ
パターンを形成する平坦化膜パターンを含む複数の膜に
より形成され、かつ、画面内の柱状樹脂パターン形成部
位に重ならないように前記平坦化膜パターンが形成され
ている。
【００２１】このように、パネル周縁部額縁パターンが
カラーフィルタパターンを形成する平坦化膜パターンを
含む複数の膜により形成され、かつ、画面内の柱状樹脂
パターン形成部位に重ならないように平坦化膜パターン
が形成されているので、画面内の柱状樹脂パターンを形
成する位置において平坦化膜パターンの厚みが加わら
ず、周縁部の柱状樹脂パターンを形成するパネル周縁部
額縁パターンとの厚さの均衡がとれ、パネルギャップ均
一性が高くなる。
【００２２】請求項９記載の液晶表示装置は、請求項
１，２，３，４，５，６，７または８において、液晶デ
ィスプレイ方式がＴＮ方式である。このように、液晶デ
ィスプレイ方式がＴＮ方式の液晶表示装置に適用でき
る。
【００２３】請求項１０記載の液晶表示装置は、請求項
１，２，３，４，５，６，７または８において、液晶デ
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ィスプレイ方式がＩＰＳ方式である。このように、液晶
ディスプレイ方式がＩＰＳ方式である液晶表示装置に適
用できる。
【００２４】請求項１１記載の液晶表示装置は、請求項
１，２，３，４，５，６，７または８において、光配向
により配向処理する。このように、光配向により配向処
理する液晶表示装置に適用できる。
【００２５】請求項１２記載の液晶表示装置の製造方法
は、信号配線およびスイッチング能動素子が形成された
ＴＦＴアレイ基板上に、パネルギャップを形成するため
の柱状樹脂パターンを形成する際に、前記柱状樹脂パタ
ーンを画面内およびパネル周縁部額縁パターン上に形成
し、かつ、シールパターンの全部または一部を前記パネ
ル周縁部額縁パターン上に形成し、パネルギャップに液
晶を封止する。
【００２６】このように、パネルギャップを形成するた
めの柱状樹脂パターンを形成する際に、柱状樹脂パター
ンを画面内およびパネル周縁部額縁パターン上に形成
し、かつ、シールパターンの全部または一部をパネル周
縁部額縁パターン上に形成し、パネルギャップに液晶を
封止するので、シールパターンのシール樹脂中にギャッ
プ形成のためのグラスファイバ等を別途添加しなくて
も、柱状樹脂パターンによりパネルギャップ均一性が高
くなる。
【００２７】請求項１３記載の液晶表示装置の製造方法
は、請求項１２において、ＴＦＴアレイ基板のスイッチ
ング能動素子上に位置するブラックマトリクスとパネル
周縁部額縁パターンを同時に形成し、前記パネル周縁部
額縁パターンの厚みを前記スイッチング能動素子と同じ
厚みとして、同じ高さの柱状樹脂パターンを前記パネル
周縁部額縁パターンと前記スイッチング能動素子とに設
ける。
【００２８】このように、ＴＦＴアレイ基板のスイッチ
ング能動素子上に位置するブラックマトリクスとパネル
周縁部額縁パターンを同時に形成し、パネル周縁部額縁
パターンの厚みをスイッチング能動素子と同じ厚みとし
て、同じ高さの柱状樹脂パターンをパネル周縁部額縁パ
ターンとスイッチング能動素子とに設けるので、ブラッ
クマトリクス形成時にパネル周縁部額縁パターンも形成
することができる。また、柱状樹脂パターンの高さがパ
ネル周縁部額縁パターンとスイッチング能動素子の位置
によらず同じで、それぞれの位置の厚みも同じであるの
でギャップ均一性を確保できる。
【００２９】請求項１４記載の画像表示応用機器は、請
求項１，２，３，４，５，６，７，９，１０または１１
記載の液晶表示装置を有する。このように、上記構成の
液晶表示装置を有するので、高輝度、高精細、表示むら
が皆無の高品位液晶パネルが求められる画像表示応用機
器に最適である。
【００３０】
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【発明の実施の形態】この発明の実施の形態を図１に基
づいて説明する。図１はこの発明の実施の形態の液晶表
示装置の断面図である。
【００３１】図１に示すように、この液晶表示装置は、
信号配線およびスイッチング能動素子４が形成されたＴ
ＦＴアレイ基板１４上にカラーフィルタパターン５を有
し、かつ、ＴＦＴアレイ基板１４とこれに対向する対向
基板との間にパネルギャップを形成するための柱状樹脂
パターン１７がＴＦＴアレイ基板１４上に形成され、シ
ールパターン９により液晶８が封止されている。また、
パネル周縁部額縁パターン１２が黒色遮光性樹脂膜ある
いは黒色遮光性樹脂膜を含む複数の膜により形成され、
かつ、画面内の柱状樹脂パターン形成部位に重ならない
ように黒色遮光性樹脂膜６が形成されている。
【００３２】この場合、画面内にカラーフィルタパター
ン５、ブラックマトリクスパターン６、周縁部に額縁パ
ターン１２を形成したカラーフィルタオンアレイ基板１
４に柱状樹脂パターン１７が、前記ブラックマトリクス
パターン６に重ならないように画面内に形成されてい
る。また、柱状樹脂パターン１７はパネル周縁部額縁パ
ターン１２上にも同様に形成されている。パネル周縁部
額縁パターン１２上にはシールパターン９の全部または
一部が形成されている。そして、アレイ基板１４と対向
基板１５を配向処理し、シール剤９により前記配向処理
を施した２枚の基板１４，１５を接着し、かつ、シール
剤９により液晶８を封止した構造となっている。図中の
１，１’はガラス基板、２，２’は対向透明電極、３，
３’はポリイミド配向膜、１３はコンタクトホールであ
る。
【００３３】また、｜（パネル周縁部額縁パターンの膜
厚み）－（画素内で柱状樹脂パターンが形成される部位
の膜厚み）｜≦０．３μｍである。シールパターン９を
形成するシール樹脂にはグラスファイバ等のギャップ形
成材料を添加しない。なお、カラーフィルタパターン５
を形成する単色あるいは複数色の樹脂膜によってパネル
周縁部額縁パターン１２が形成してもよい。
【００３４】次に液晶表示装置の製造方法について説明
する。ＴＦＴアレイ基板１４上にカラーフィルタパター
ン５を形成し、パネルギャップを形成するための柱状樹
脂パターン１７をＴＦＴアレイ基板１４上に形成する。
このとき、柱状樹脂パターン１７を画面内およびパネル
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周縁部額縁パターン１２上に形成し、かつ、シールパタ
ーン９の全部または一部をパネル周縁部額縁パターン１
２上に形成し、パネルギャップに液晶８を封止する。ま
た、ＴＦＴアレイ基板１４のスイッチング能動素子４上
に位置するブラックマトリクス６とパネル周縁部額縁パ
ターン１２を同時に形成し、パネル周縁部額縁パターン
１２の厚みをスイッチング能動素子４と同じ厚みとし
て、同じ高さの柱状樹脂パターン１７をパネル周縁部額
縁パターン１２とスイッチング能動素子４とに設ける。
【００３５】
【実施例】この発明の実施例１について説明する。スイ
ッチング能動素子４部位の厚みが１．２μｍであるＴＦ
Ｔアレイ基板１４上に、黒色レジスト（ＣＦＰＲＢＫ－
７０８Ｓ、東京応化（株）製）をスピンコート法で塗布
し、露光、現像する事により、前記スイッチング能動素
子４を覆うように厚さ１．２μｍの格子状パターンおよ
び画面周縁部額縁パターン１２を形成した。この際、画
面内の柱状樹脂パターン形成部位には黒色レジスト膜６
が重ならないようにパターンを設計した。カラーレジス
ト（ＣＭ７０００、富士フィルムオーリン（株）製）を
用い同様の手法でカラーフィルタパターン５を形成した
後、パネルギャップ形成のための柱状樹脂（ＮＮ７０
０、ＪＳＲ（株）製）パターン１７を前記ＴＦＴ基板１
４のスイッチング能動素子４上の黒色レジスト膜６の無
い部位、及び、額縁部黒色レジスト膜（額縁パターン１
２）上に形成した。しかる後に、柱状樹脂パターン１７
に重ならないように画素ＩＴＯパターンを蒸着により形
成、さらに配向膜パターン３，３’を形成、ラビングに
よる配向処理を施した後、同様に配向処理を施した対向
基板１５とをシール樹脂９を介し張り合わせ、空セルを
形成した。空セルに真空注入法により液晶注入後、封口
を行ない液晶パネルを作製した（図１）。作製した液晶
パネルの表示品位を目視評価した結果、むらの無い高表
示品位であった。
【００３６】さらに、黒色レジスト膜６の厚みを種々に
設定してパネルを作製し、表示むらの評価を行なった
（実施例２，３、比較例１，２）。結果を表１に示し
た。
【００３７】
【表１】
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【００３８】なお、パネル周縁部額縁パターンがカラー
フィルタパターンを形成する赤パターンあるいは赤パタ
ーンを含む複数の膜により形成され、かつ、画面内の柱
状樹脂パターン形成部位に重ならないように赤パターン
が形成されている構成としてもよい。この際、赤パター
ンは、緑パターンまたは青パターンに置き換えてもよ
い。
【００３９】この発明の実施例４について説明する。図
２に示すように、スイッチング能動素子４部位の厚みが
１．２μｍであるＴＦＴアレイ基板１４上に、黒色レジ
スト（ＣＦＰＲＢＫ－７０８Ｓ、東京応化（株）製）を
スピンコート法で塗布し、露光、現像する事により、前
記スイッチング能動素子４を覆うように厚さ１．１μｍ
の格子状パターンおよび画面周縁部額縁パターン１２を
形成した。さらに、カラーレジスト（ＣＭ７０００、富
士フィルムオーリン（株）製）を用い同様の手法でカラ
ーフィルタパターン５を形成した。次に、膜厚み１．２
μｍの平坦化樹脂膜（ＰＣ３３５、ＪＳＲ（株）製）パ
ターン１６を画面内の柱状樹脂パターン形成部位を除く
部位、及び、画面周縁部額縁部位に形成した後、パネル
ギャップ形成のための柱状樹脂（ＮＮ７００、ＪＳＲ
（株）製）パターン１７を画面内の前記平坦化膜パター
ン１６の無い部位、及び、額縁部平坦化膜１６上に形成
した。しかる後に、柱状樹脂パターン１７に重ならない
ように画素ＩＴＯパターンを蒸着により形成、さらに配
向膜パターン３，３’を形成、ラビングによる配向処理
を施した後、同様に配向処理を施した対向基板１５とを
シール樹脂９を介し張り合わせ、空セルを形成した。空
セルに真空注入法により液晶注入後、封口を行ない液晶
パネルを作製した。作製した液晶パネルの表示品位を目
視評価した結果、むらの無い高表示品位であった。表示
むらの評価を行った結果は上記表１に示した。
【００４０】なお、液晶ディスプレイ方式がＴＮ方式、
ＩＰＳ方式の液晶表示装置に適用できる。また、光配向
（ラビングレス；機械的手段で配向しない）により配向
処理してもよい。
【００４１】また、柱状樹脂パターンのスペーサの数
（単位面積当たり）が多過ぎると、低温気泡が発生する
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不具合があり、少な過ぎると温度変化によるギャップ変
化が、表示性能に不具合がある。そのため、柱状樹脂パ
ターンのスペーサの数は、液晶材料やスペーサの材質
や、液晶パネルの構成等の条件で最適値があり、実験や
構造シミュレーションで最適値を見出すことを設計的に
行うようにしている。
【００４２】また、上記構成の液晶表示装置を用いて画
像表示応用機器を構成することができる。
【００４３】
【発明の効果】この発明の請求項１記載の液晶表示装置
によれば、柱状樹脂パターンが画面内およびパネル周縁
部額縁パターン上に形成され、かつ、シールパターンの
全部または一部がパネル周縁部額縁パターン上に形成さ
れているので、シールパターンのシール樹脂中にギャッ
プ形成のためのグラスファイバ等を別途添加しなくて
も、柱状樹脂パターンによりパネルギャップ均一性が高
くなる。
【００４４】請求項２では、カラーフィルタパターンを
形成する単色あるいは複数色の樹脂膜によってパネル周
縁部額縁パターンが形成され、かつ、｜（パネル周縁部
額縁パターンの膜厚み）－（画素内で柱状樹脂パターン
が形成される部位の膜厚み）｜≦０．３μｍであるの
で、カラーフィルタパターンと同じ材質でパネル周縁部
額縁パネルを形成することができるとともに、柱状樹脂
パターンが形成される位置の膜厚みの差が小さく、ギャ
ップ均一性がさらに高くなる。
【００４５】請求項３では、シールパターンを形成する
シール樹脂にグラスファイバ等のギャップ形成材料を添
加しないので、パネル周縁部額縁パターン上に形成した
柱状樹脂パターンの効果で高いパネルギャップ均一性が
維持できる。また、グラスファイバ等を別途用意する必
要がないので部材点数が削減する。
【００４６】請求項４では、パネル周縁部額縁パターン
が黒色遮光性樹脂膜あるいは黒色遮光性樹脂膜を含む複
数の膜により形成され、かつ、画面内の柱状樹脂パター
ン形成部位に重ならないように黒色遮光性樹脂膜が形成
されているので、画面内の柱状樹脂パターンを形成する
位置において黒色遮光性樹脂膜の厚みが加わらず、周縁
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部の柱状樹脂パターンを形成するパネル周縁部額縁パタ
ーンとの厚さの均衡がとれ、パネルギャップ均一性が高
くなる。
【００４７】請求項５では、パネル周縁部額縁パターン
がカラーフィルタパターンを形成する赤パターンあるい
は赤パターンを含む複数の膜により形成され、かつ、画
面内の柱状樹脂パターン形成部位に重ならないように赤
パターンが形成されているので、画面内の柱状樹脂パタ
ーンを形成する位置において赤パターンの厚みが加わら
ず、周縁部の柱状樹脂パターンを形成するパネル周縁部
額縁パターンとの厚さの均衡がとれ、パネルギャップ均
一性が高くなる。
【００４８】請求項６では、パネル周縁部額縁パターン
がカラーフィルタパターンを形成する緑パターンあるい
は緑パターンを含む複数の膜により形成され、かつ、画
面内の柱状樹脂パターン形成部位に重ならないように緑
パターンが形成されているので、画面内の柱状樹脂パタ
ーンを形成する位置において緑パターンの厚みが加わら
ず、周縁部の柱状樹脂パターンを形成するパネル周縁部
額縁パターンとの厚さの均衡がとれ、パネルギャップ均
一性が高くなる。
【００４９】請求項７では、パネル周縁部額縁パターン
がカラーフィルタパターンを形成する青パターンあるい
は青パターンを含む複数の膜により形成され、かつ、画
面内の柱状樹脂パターン形成部位に重ならないように青
パターンが形成されているので、画面内の柱状樹脂パタ
ーンを形成する位置において青パターンの厚みが加わら
ず、周縁部の柱状樹脂パターンを形成するパネル周縁部
額縁パターンとの厚さの均衡がとれ、パネルギャップ均
一性が高くなる。
【００５０】請求項８では、パネル周縁部額縁パターン
がカラーフィルタパターンを形成する平坦化膜パターン
を含む複数の膜により形成され、かつ、画面内の柱状樹
脂パターン形成部位に重ならないように平坦化膜パター
ンが形成されているので、画面内の柱状樹脂パターンを
形成する位置において平坦化膜パターンの厚みが加わら
ず、周縁部の柱状樹脂パターンを形成するパネル周縁部
額縁パターンとの厚さの均衡がとれ、パネルギャップ均
一性が高くなる。
【００５１】請求項９では、液晶ディスプレイ方式がＴ
Ｎ方式の液晶表示装置に適用できる。
【００５２】請求項１０では、液晶ディスプレイ方式が
ＩＰＳ方式である。このように、液晶ディスプレイ方式
がＩＰＳ方式である液晶表示装置に適用できる。
【００５３】請求項１１では、光配向により配向処理す*
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*る液晶表示装置に適用できる。
【００５４】この発明の請求項１２記載の液晶表示装置
の製造方法によれば、パネルギャップを形成するための
柱状樹脂パターンを形成する際に、柱状樹脂パターンを
画面内およびパネル周縁部額縁パターン上に形成し、か
つ、シールパターンの全部または一部をパネル周縁部額
縁パターン上に形成し、パネルギャップに液晶を封止す
るので、シールパターンのシール樹脂中にギャップ形成
のためのグラスファイバ等を別途添加しなくても、柱状
樹脂パターンによりパネルギャップ均一性が高くなる。
【００５５】請求項１３では、ＴＦＴアレイ基板のスイ
ッチング能動素子上に位置するブラックマトリクスとパ
ネル周縁部額縁パターンを同時に形成し、パネル周縁部
額縁パターンの厚みをスイッチング能動素子と同じ厚み
として、同じ高さの柱状樹脂パターンをパネル周縁部額
縁パターンとスイッチング能動素子とに設けるので、ブ
ラックマトリクス形成時にパネル周縁部額縁パターンも
形成することができる。また、柱状樹脂パターンの高さ
がパネル周縁部額縁パターンとスイッチング能動素子の
位置によらず同じで、それぞれの位置の厚みも同じであ
るのでギャップ均一性を確保できる。
【００５６】この発明の請求項１４記載の画像表示応用
機器によれば、上記構成の液晶表示装置を有するので、
高輝度、高精細、表示むらが皆無の高品位液晶パネルが
求められる画像表示応用機器に最適である。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施例１の液晶表示装置の断面図

【図２】この発明の実施例４の液晶表示装置の断面図

【図３】従来例の液晶表示装置の断面図
【符号の説明】
１，１’  ガラス基板
２，２’  透明電極
３，３’  配向膜
４    スイッチング能動素子
５    カラーフィルタパターン
６    ブラックマトリクス
８    液晶
９    シール剤
１２    パネル周縁部額縁パターン
１３    コンタクトホール
１４    カラーフィルタオンアレイ基板
１５    対向基板
１６    平坦化膜
１７    柱状樹脂パターン
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